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へ

、
哲
、
攣
研
究
　
錦
蓬
百
六
十
一
號

，
寸
心
先
生
日
記
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
○
明
治
三
十
五
年
　
　
守

　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
り
げ

　
・
・
〔
見
出
し
奥
に
宏
の
語
を
書
す
冒
　
　
　
　
”
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畿
　
、

此
日
慈
明
准
溌
陽
時
斑
ハ
｛
八
…
愚
郷
琳
蝋
V
六
悉
し
人
露
営
参
究
溝
欝
小
苦
寒
衆

入
樺
之
明
猫
三
智
不
睡
欝
三
日
古
人
瀦
苦
光
明
拝
載
大
我
叉
飼
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
無
釜
干
縫
死
不
知
画
人
金
曜
有
何
釜
鶴
引
錐
欝
刺
其
股
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸
　
心
　
屠
．
士

　
　
　
　
　
　
　
馬
　
　
　
　
胸
　
　
　
　
　
　
　
、
醐

　
寸
　
陰
　
寸
　
漿

一
月
帆
濤
　
　
委
姫
蒲
樗
蒲
坊
に
し
て
五
年
を
維
愚
す
。

　
　
昨
夜
眠
る
能
は
す
。
七
時
野
望
趨
謀
議
。
い

　
　
去
且
賢
天
購
よ
り
洗
語
調
に
あ
の
。
・
老
師
未
愛
心
。

　
　
午
前
、
午
後
、
夜
纈
…
坐
。

　
「
桑
原
麟
り
來
ら
す
。
九
曜
、
入
震
。
桑
原
九
時
過
点
る
。

鵜
月
二
q
　
　
今
騰
市
内
失
火
あ
り
。
七
時
儲
趨
冷
拭
。
霧
の
工

　
　
合
あ
し
。
午
蒲
二
藍
の
爲
雲
雨
鞍
激
し
、
嚢
を
理
す
。

　
　
午
後
打
坐
。
．
、

　
岬　

　
」
夜
三
升
鱈
酒
と
香
融
物
を
携
へ
透
る
〇
十
時
入
疲
。
．

輯
月
三
梼
　
　
働
七
時
顕
言
語
野
繋
馬
午
前
打
鰹
、
午
後
打
坐
、
夜
打

識
大

（　
梵
｡
心
先
ぬ
臓
罷
抄
紋
離
年
皮
を
畷
て
摘
載
を
打
切
り
ま
七
　
　
　
た
が
、
都
雅
に
よ
り
鶴
亀
洩
れ
の
窮
澄
臓
十
竃
年
の
分
を
　
　
　
本
號
及
び
次
號
に
議
鎌
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
穿
）

　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
・
　
　
埜
、
十
時
入
疲
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
れ

　
脚
三
四
臼
　
　
電
膝
孚
醍
趨
冷
拭
。
午
前
筆
癖
。
午
後
入
湯
。
石

　
　
川
漁
り
談
話
。
　
、
　
　
　
　
　
　
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
夜
打
坐
。
十
時
人
皇
。

　
騨
翅
五
鷺
　
　
昨
夜
よ
ぐ
眠
る
能
は
す
。
魅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
午
蒲
七
時
農
超
冷
拭
。
八
時
願
桑
原
と
共
に
．
曝
家
。
新
聞
を

　
　
　
よ
み
年
賀
朕
を
か
く
。
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
午
後
面
上
門
よ
り
古
｝
申
・
の
年
忌
ハ
胴
〃
電
源
し
、
需
…
に
齢
晶
習
寮
に
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
く
。
七
騨
傘
頃
よ
り
茶
譜
會
を
開
く
。
不
相
盛
鵬
引
等
。

　
脚
月
愚
説
　
　
　
六
時
日
動
趨
」
打
坐
。
七
時
牛
筏
規
㎞
期
讃
。
九
時
石
川

　
　
辮
と
交
代
し
て
麟
京
す
。
韓
家
後
讃
轡
。

雪
融
月
七
段
ー
ー
八
爲
　
　
戸
隠
〕

　
　
　
バ

　
軸
月
九
謎
　
　
　
六
蘇
「
翻
脚
嚢
打
坐
冷
隔
拭
。
出
較
。

　
　
午
銘
臥
ミ
ス
・
サ
タ
ン
及
調
ひ
詞
プ
・
ハ
ど
ル
ラ
ン
ド
を
訪
ひ
ハ
氏

　
　
よ
砂
・
〆
・
屯
？
妻
§
望
》
鼠
。
藁
舅
を
か
る
。
ハ
氏
嘗
き

　
　
、
バ
イ
ブ
ル
を
謬
る
O
　
　
　
、

　
　
β
・
日
大
に
打
失
せ
の
。
明
爾
は
奮
落
す
べ
し
り
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閑
思
閑
譲
閑
語
を
巌
禁
ぜ
よ
。
　
　
　
　
脅

騨
門
月
志
一
疑
”
呼
　
六
縛
、
弛
き
君
〃
辮
髪
陪
猟
。
出
鞍
。
　
　
芦
中
略
．
〕

　
　
今
日
．
晩
関
食
閑
思
せ
り
。

削
月
＋
㎜
爲
．
午
前
、
午
後
倫
理
問
題
に
つ
燈
妄
想
の
み
凝
ら

　
　
す
。
　
午
後
瑚
・
時
頃
審
｛
粥
煽
曾
に
ゆ
く
。
　
細
蟹
穴
時
よ
レ
リ
第
輔
…
陶

　
　
大
茶
話
禽
を
旧
く
、
、
十
日
時
蟹
捲
る
。
寄
宿
倉
に
宿
す
。

縣
丹
十
二
鴇
魅
〔
略
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

万
＋
三
潴
　
午
蓋
開
時
弊
趨
打
鍵
冷
拭
。
年
後
嵩
校
。
寄
臓

　
　
生
前
集
め
て
話
す
。
謬
り
て
ハ
鷲
ラ
ン
ー
3
と
博
戦
を
な
す
と
・
．

　
　
云
ふ
。
　
〔
申
略
〕
湘

、
　
F
今
口
は
叉
閑
食
閑
愚
。
　
　
　
　
・
　
．
　
　
　
・
　
　
　
バ

｝
月
十
四
「
摂
　
　
今
矯
ほ
少
し
く
翫
べ
憩
き
坐
す
る
を
得
す
。
繊

　
　
校
。
午
後
毒
幕
あ
芸
礪
麟
宅
。
精
翼
に
て
蕪

　
　
氏
の
交
を
よ
み
感
ず
る
所
あ
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
我
念
の
爲
に
誤
る
雍
割
賦
。
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
，

繍
月
十
五
鷺
　
　
鶯
騨
に
趨
き
打
坐
冷
拭
。
午
前
鵬
校
。
午
後
は

　
露
見
の
件
に
．
つ
き
暮
ま
で
學
答
あ
砂
。
命
臼
奥
策
数
陽
。
、

網
月
＋
六
賢
　
今
朝
も
遅
く
起
蓬
て
獄
鑑
冷
拭
を
庶
さ
す
。
午

　
　
後
添
宅
。
．
三
時
籔
や
オ
ー
ル
ツ
ァ
ル
ト
を
訪
ひ
、
、
ク
ノ
」
獅

　
　
フ
ヒ
ス
セ
ル
の
カ
ン
ト
を
持
ち
編
踊
為
。
獣
献
㍑
㍊
一
緋
．
麟
　
鎗
岬
Q

　
　
閑
食
数
隅
。
、

寸
髭
窟
滋
寵
抄

開
月
十
七
鶏
　
～
泥
時
抄
き
打
坐
冷
拭
。
爾
校
。
午
後
窪
見
の
庭

　
麗
麗
に
つ
費
會
．
議
。
聾
心
幾
度
か
轍
…
て
り
。
上
田
君
の
母
堂
來

　
’
リ
フ
ア
ウ
ス
ト
と
ビ
ー
ベ
ル
を
持
ち
來
ち
る
。

縣
月
十
八
碍
　
　
遽
く
趨
竃
常
携
に
そ
む
く
つ
午
髄
沐
浴
。

　
午
後
森
内
勲
を
訪
び
そ
れ
よ
吟
寄
宿
余
に
つ
ぎ
宿
す
。
夜
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
生
と
海
諏
君
の
櫨
…
を
よ
む
。

　
夜
一
時
聡
程
打
坐
。
　
　
　
　
　
　
…

禰
鴛
十
九
日
　
　
午
葡
十
～
．
時
佐
野
と
交
り
て
癬
京
。

　
　
へ

　
午
後
中
働
鴛
を
訪
ふ
て
贅
談
、
大
筆
繁
。
、
夜
ラ
ア
カ
ス
ト
皆

　
よ
む
。
、

　
肖
已
が
導
門
外
の
轡
も
精
嘱
せ
ん
と
す
る
纂
大
靴
難
し
。

　
寮
箆
汎
十
名
筆
雲
を
ふ
ん
で
卯
辰
山
に
登
る
。

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脚
質
二
十
欝
　
　
〔
略
〕
・
　
　
　
　
　
　
・
，
　
の

醐
月
二
十
鯛
貝
．
午
館
六
時
農
趨
㌔
打
坐
・
冷
拭
・
蓮
動
。

　
午
後
主
蘇
∵
曾
議
あ
夢
。
夜
霧
ン
塾
を
よ
む
。

轍
月
二
十
二
鶴
　
　
午
酋
五
時
頃
紅
鱒
．
打
蕊
．
冷
拭
．
蓬
動
。

　
午
後
フ
ア
ウ
ス
｝
會
を
始
む
。
夜
ガ
ン
ド
を
よ
む
。

一
月
二
十
網
二
日
一
二
十
澱
β
　
　
〔
略
冒

舗
月
二
十
五
β
．
　
訟
訴
…
灘
…
れ
・
起
登
入
湯
。
午
前
カ
ン
》
を
よ
む
。

　
午
後
森
野
晒
な
訪
ひ
、
ノ
そ
れ
よ
掌
大
野
壷
に
つ
鷺
撫
能
岡
志

　
愈
に
臨
み
、
・
霧
宿
含
に
ゆ
嚢
て
宿
す
。
審
難
生
邊
鋼
…
多
し
。

流
七
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哲
墨
斜
櫨
　
　
第
瓢
胃
六
十
一
騰
側

脚
月
ニ
チ
六
潟
　
　
午
龍
七
時
農
起
。
九
時
寮
生
を
集
め
て
灘
戒
。

　
　
午
後
…
時
籔
吉
川
潜
と
代
診
て
締
宅
ゆ

　
｛
寮
下
女
を
為
す
。
費
に
覇
遭
の
行
。
併
し
か
れ
の
宛
密
点
秘
め

　
　
て
も
典
即
斐
な
し
。
笑
ふ
て
す
ま
す
の
外
な
し
。

網
糞
船
閣
十
七
鶏
　
　
既
聞
學
校
．
に
難
中
行
軍
あ
り
。
午
前
八
噂
願

　
　
よ
の
出
轍
被
。
才
水
の
上
に
到
り
午
後
二
時
三
校
。
夜
武
部
雍
～
．

　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　
　
　
騰
　
　
　
　
　
　
へ

『
月
二
十
八
礒
、
　
〔
略
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

襯
月
二
十
九
露
．
　
午
前
嵐
校
。
越
後
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
誠
む
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
夜
三
々
塾
の
茶
話
會
あ
り
。
北
傑
、
購
翻
、
照
合
、
杉
森
、

　
　
石
州
及
余
と
堀
と
出
席
。
圃
時
壌
露
宅
。

毫
財
臼
覇
謹
聴
謙
る
篭
街
毒

　
、
三
時
學
校
に
ゆ
く
。

　
　
寄
宿
會
に
宿
す
。
下
野
な
る
鷺
門
鑑
な
持
照
す
し
て
遅
刻
。

二
月
二
羅
　
午
前
フ
ァ
ゥ
ス
ト
を
よ
む
。
、
＋
…
隠
石
川
鍛
と
代

　
　
り
て
金
甲
。

　
　
午
後
肝
部
灘
の
宅
に
て
遊
松
な
よ
む
。
來
愈
砦
藤
井
、
林
、

　
　
中
図
、
森
内
、
長
尾
と
余
罵
り
。
夜
打
礁
。

二
月
順
二
鎖
　
　
一
六
時
趨
諏
ざ
打
坐
・
冷
隷
帆
。
痙
鮒
勤
。
h
十
後
ス
ト
イ
ッ

　
　
ク
を
よ
む
。
夜
玉
山
太
倖
、
士
繊
崎
へ
懸
紙
な
か
く
。

識
八

二
月
四
資
　
　
　
六
時
に
趨
費
打
∵
坐
冷
∴
拭
O
午
後
主
斡
A
曾
議
あ
り
O

　
　
余
は
既
臼
大
に
卑
劣
心
を
起
す
。
横
．
飽
々
々
。
　
、

「
二
月
五
臼

　
　
よ
む
。

二
月
六
鶏

　
　
鰻
、
。

二
月
七
臼

二
月
八
臼

旧離

?
越
・
嚢
」
打
坐
冷
』
拭
蓬
漁
甥
。
菰
．
融
嬢
ツ
ア
烹
ワ
ス
ト
を

V
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
が
，
　
　
　
　
　
　
、

六
息
出
†
越
紅
藻
巫
｛
豊
麗
O
午
後
愈
講
…
あ
判
り
O
轟
孜
」
打

　
　
阿
品
上
木
鴛
の
邊
麗
會
あ
り
、

　
　
審
宿
舎
に
ゆ
き
て
宿
す
。
晋
酸
室
に
て
講
話
脅
を
ひ
ら
く
汐

　
＋
一
時
顕
絡
る
。

云
九
臼
需
時
纂
に
あ
の
果
を
よ
㌦
＋
蒔
佐
野

　
　
鴛
と
代
り
て
蹄
宅
。

二
月
十
財
　
　
　
午
晶
削
六
時
起
き
打
山
坐
冷
拭
。
か
↑
後
ヘ
ー
ゲ
ル
を
よ

　
　
む
。
夜
將
宿
生
癒
名
籐
を
招
く
。

二
月
十
剃
目
　
　
午
前
八
時
起
き
九
時
よ
り
紀
元
節
の
式
に
列
す
。

　
右
絡
ウ
て
寄
宿
舎
に
於
て
籏
規
瑚
讃
式
あ
の
。
、

　
　
根
保
來
訪
。
　
　
、

　
　
午
後
澱
時
よ
り
窃
小
田
に
於
て
茶
凝
筋
引
H
あ
の
・
、
呼
次
木
君
の
逸
別

　
　
脅
を
般
ぬ
。
　
，

二
月
＋
二
碕
　
午
後
棚
に
よ
り
ツ
ァ
ウ
ス
手
を
よ
む
。
そ
れ
よ

六
三
傘
趨
邊
打
坐
冷
拭
。
午
後
、
夜
、
考
を
書
す
。

午
曲
閲
六
時
起
山
ざ
打
坐
…
漣
轍
勤
O
午
一
尉
考
を
瀦
矯
ず
’
O
加
此

　
　
　
　
　
　
成
箕
閣
に
於
て
。
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り
憲
脈
内
口
滑
刷
と
蕪
ハ
に
ウ
ォ
ー
ル
フ
ァ
尋
ル
予
を
‘
訪
ふ
。

　
　
夜
北
條
先
雄
を
訪
ぶ
て
余
が
忘
の
在
る
所
を
蓮
ぶ
。
先
生
も

　
之
に
籠
す
。

二
月
十
三
貝
　
　
午
後
入
浴
。
鷺
時
よ
わ
王
泉
楼
に
於
て
茨
木
欝

　
　
の
逡
別
會
を
な
す
。
、

二
漏
十
囚
資
　
　
此
日
石
川
鱗
病
氣
に
つ
豊
余
代
り
て
審
宿
會
に

　
　
宿
し
、
若
松
賭
子
女
災
の
「
小
公
子
し
を
よ
む
。

二
月
十
箕
β
　
　
午
荊
繍
宅
。
午
後
田
部
、
森
内
二
君
來
訪
。

　
　
ゴ
ル
、
一
3
ン
傳
を
よ
む
。
　
　
　
　
　
　
・

　
　
夜
蒔
饗
，
寮
墨
面
懸
愈
。

二
月
十
六
段
ジ
　
午
前
小
泉
昇
る
。
華
後
好
天
鼠
な
る
に
よ
り
散

　
　
渉
」
し
、
茨
木
君
を
訪
ふ
。

　
　
ウ
ェ
ル
ボ
ル
ン
來
訪
〇
三
竹
鷺
來
訪
。

　
　
夜
打
坐
。
　
　
　
、

二
月
一
十
七
爲
　
　
　
午
晶
剛
六
時
起
。
盛
・
は
拭
・
励
。
　
八
縛
三
校
α
，
〃
†

　
　
後
在
宅
。
昨
夜
う
ば
來
る
。

　
・
余
は
不
納
断
髪
る
故
実
に
失
策
せ
り
。

　
　
余
は
つ
ま
ら
ぬ
寝
に
憤
怒
せ
り
。

二
月
十
八
臼
　
　
午
前
六
時
趨
。
坐
・
拭
。
八
時
挙
挙
。
少
し
く

　
　
邊
刻
。
午
後
主
幹
院
議
あ
ウ
。
夜
小
川
織
る
。

　
　
蟹
讐
μ
珍
を
よ
み
て
十
一
、
野
盗
入
褥
。

　
　
　
寸
心
先
盈
環
翠
霞

二
月
十
九
日
　
　
六
時
趨
。
坐
・
拭
・
蓬
。
九
時
出
校
。
午
後
フ

　
　
ァ
ウ
ス
ト
命
h
あ
り
㌔

　
　
藤
岡
よ
り
水
澹
緯
途
り
來
る
。

　
　
藤
岡
に
小
児
生
れ
死
し
旋
り
と
云
ふ
。

二
門
月
二
十
臼
　
　
　
六
縫
趨
。
坐
・
拭
。
鋤
訓
〇
九
臨
申
川
蝉
。
』
十
後
嵐
｝

　
　
科
長
會
議
あ
り
。
　
　
　
　
r

　
　
出
撃
挙
る
。

　
　
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
ヒ
の
欝
一
甥
藩
〇

二
月
脚
手
百
　
七
時
趨
。
牛
後
デ
・
ハ
ビ
．
ラ
ン
拳
を
訪
ふ
。

　
　
覆
世
の
奨
選
惣
、
、
｝
毒
魚
を
ケ
る
。
バ
ン
ヤ
ツ
は
轡

　
　
學
に
し
て
大
丈
學
者
な
り
と
鷺
ふ
、
面
樹
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
ミ

　
　
聯
途
三
々
塾
に
よ
る
。
　
　
、
　
．

二
月
二
十
二
摂
　
　
午
箭
着
川
漁
誹
る
。
午
後
田
部
、
森
内
二
鷺

　
　
回
り
共
に
才
水
の
擾
に
散
歩
す
。

　
　
夜
方
、
、
銃
、
レ
を
考
ふ
。
　
　
　
．

　
　
ゴ
川
ド
ン
侮
を
よ
み
絡
る
。

二
月
二
＋
三
員
　
午
前
吻
ン
｝
を
考
亀
午
後
寄
宿
舎
に
ゆ
ぐ
。

　
　
小
公
子
を
よ
み
終
る
。

　
駄
7
汐
ラ
を
よ
む
。

　
　
陶
侃
朝
夕
木
屑
を
蓮
ぶ
と
鼠
ふ
を
よ
み
て
自
ら
顧
む
σ

二
月
糊
脚
十
四
［
臼
　
　
　
午
諸
山
六
時
丁
丁
。
箴
規
湘
期
端
賦
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
九
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折
隅
駆
研
究
　
　
餓
浬
一
頻
百
ム
ハ
ゐ
一
…
號

　
　
小
皿
凹
の
心
旦
誓
式
。

　
　
此
欝
茨
木
熟
出
獲
。

　
　
雛
叢
附
は
畢
境
潔
h
O
の
爲
な
り
◎
岡
観
O
．
が
第
一
鱗
・
の
審
な
り
。

　
　
、
鑓
Φ
な
き
學
問
は
無
縄
撫
り
。

　
　
急
い
で
書
物
よ
む
べ
か
ら
す
。

　
二
月
二
十
七
臼
　
　
」
争
嘉
朋
七
麟
口
繕
。
へ
午
浩
勝
饗
ア
・
ハ
ビ
ラ
ソ
ド
・
燃
小
る
0

　
　
　
メ
情
リ
ー
・
ラ
イ
オ
ン
の
櫨
一
髪
剛
鼠
ふ
。
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
夜
田
部
君
を
訪
飼
。
囲
罰
論
悠
の
既
…
多
蓬
も
、
鱈
…
と
余
は
心
の
根

　
　
底
に
於
て
違
ふ
翫
あ
り
。
、
ム
ー
ア
の
詩
集
そ
か
る
ゆ

剛
夏
手
合
午
後
は
メ
ー
二
ζ
オ
ソ
の
整
髪
奪
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
暮
し
つ
。
後
ほ
講
義
の
草
稿
を
作
る
ゆ

三
月
闘
乱
　
　
午
晶
則
働
事
を
作
事
、
パ
ポ
レ
ル
の
串
・
柵
原
を
よ
む
。

　
　
午
後
時
暫
寮
に
ゆ
ぐ
。
三
部
魯
に
臨
む
。
夜
寮
生
㌃
集
め
て

　
　
ゴ
ル
ド
ン
惚
を
話
す
。
　
F

　
　
輝
内
の
英
文
學
輿
を
よ
む
◎
　
・

三
月
二
臼
　
　
午
前
欝
衛
含
に
あ
り
禽
竜
墨
爽
を
よ
む
。
佐
野
と

　
　
代
り
て
郎
る
。

　
　
午
後
・
縢
内
鷺
…
の
ゆ
爪
に
占
考
し
水
瓶
隅
慨
～
を
よ
む
。

　
　
拶
P
フ
ワ
ウ
ス
ト
を
よ
む
O

・
”
轟
月
開
二
艮
　
　
　
午
前
七
時
麹
。
拭
。
八
麟
．
嵩
校
。
十
四
一
時
露
，
。

六
〇

　
　
堀
譜
よ
妙
「
み
ち
の
あ
と
篇
を
か
り
よ
．
み
始
む
。

三
月
四
隅
　
　
〔
略
〕

三
£
五
臨
　
午
後
フ
ァ
ウ
込
》
を
よ
琵
そ
れ
よ
り
懲
罰
委
員

、
、
魚
議
あ
り
。
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
ズ
・

網二

侍
Z
β
　
午
後
猫
溌
…
謙
學
愈
に
て
ツ
ァ
ウ
ス
ト
な
講
ず
。
そ

　
　
れ
よ
り
申
俣
氏
を
訪
ぴ
欝
譜
を
見
る
。

　
㌦
由
枚
嚇
懲
次
郎
方
の
件
　
の
爪
篇
躍
り
事
・
も
で
き
・
ず
。

制二

資
誾
ｸ
　
　
午
後
サ
ル
ト
ル
・
レ
ザ
・
ー
タ
ス
、
の
含
に
ゆ
く
。

　
、
慕
に
安
達
理
る
◎

三
月
八
欝
　
　
午
前
詠
手
。
午
後
零
墨
を
散
歩
し
そ
れ
よ
り
疇
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
倉
に
蝋
到
為
。
藁
囲
茶
立
…
減
弱
の
袖
ソ
。
ノ
ン
セ
ン
・
ス
な
h
ワ
。

　
　
ア
ル
ノ
｝
ド
の
蒔
飛
を
よ
む
。
　
”
　
　
．

青
藍
　
午
肇
ル
タ
姦
よ
逐
ノ
ル
で
繧
よ
む
。
吉

　
　
村
と
代
参
て
鱒
宅
。
得
能
泊
る
σ
　
尉

、
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
、

、
三
月
十
礒
　
　
午
前
七
時
趨
。
八
時
患
校
。
長
羅
．
艀
の
名
に
て
大

　
　
盤
州
書
」
店
へ
逡
金
。
午
後
噌
隠
里
來
る
O
　
　
　
　
　
　
　
　
・
へ

　
　
既
購
姉
凍
る
。
子
の
愛
と
導
爆
の
陶
題
解
決
。

三
月
三
脚
爵
　
埠
〔
略
〕

三
月
十
…
　
鶏
　
　
難
戦
鵡
。
．
鑑
。
八
難
患
校
。
㌦

　
　
午
後
プ
ア
軌
ワ
ス
｝
愈
藷
の
踊
り
。
そ
れ
ト
“
り
才
ゆ
小
海
邊
か
蕊
双
短
げ
す
。

　
　
心
地
よ
し
。
夜
立
雍
る
。
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ア

、
三
滞
＋
三
臼
　
午
衝
七
時
趨
。
九
時
謁
校
。
午
後
カ
ー
ラ
イ
ル
．

　
　
會
あ
砂
。
（
長
麗
鷺
の
宅
に
於
て
Y
　
　
　
鐙

三
月
十
近
旨
　
　
頻
後
降
裾
寮
に
饗
す
。
杉
屋
鴛
凍
訪
。

　
　
雀
宿
生
…
開
に
賄
方
に
つ
き
不
第
あ
り
。
　
　
　
　
・
・

劉二

誌
¥
穴
臼
・
　
午
前
自
宅
に
て
水
淋
…
鯨
の
會
を
催
　
す
。
夜
林
器

　
　
來
訪
。
　
　
　
、
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
＋
吉
　
翌
閥
出
校
。
午
後
禺
校
。
夜
行
牽
を
整
ふ
。

三
月
十
八
日
　
　
此
碍
午
後
顯
題
辞
を
黒
て
京
都
に
向
っ
て
繊
立

　
　
す
。
此
夜
京
都
東
諮
り
⑳
棚
蜘
木
鷺
の
宅
に
呈
す
。
由
太
一
欝
炎

　
　
人
に
始
あ
て
画
愈
。
山
木
不
在
。
　
㌦
、
　
　
・

三
月
＋
吾
既
旱
乱
騰
酬
氏
鐘
ひ
、
第
奮
見
、
傾

　
　
鴛
の
家
に
宿
す
。
眞
島
來
訪
。
中
由
氏
に
始
め
て
逢
ふ
。

三
月
二
＋
資
　
「
此
臼
午
前
天
時
京
都
二
三
α
岡
山
に
鰹
の
白
聞

　
　
舎
に
宿
す
。
第
穴
を
籍
る
。
服
蔀
氏
に
鳶
ふ
。
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

三
月
二
十
齢
臼
　
　
午
蔚
孤
兇
院
を
巡
箆
。
後
上
園
な
見
る
。
笠

　
　
頃
岡
蹴
焚
。
富
戸
に
謬
得
磐
方
に
宿
す
。
鷲
魂
學

　
　
鷺
見
る
。
　
　
　
”

三
月
二
十
二
賃
　
　
午
前
紳
戸
に
て
關
幽
二
院
を
見
る
。
そ
れ
よ

　
　
り
直
に
榊
坪
禺
褒
。
奈
良
に
護
り
宿
す
。
春
臼
聯
批
に
詣
づ
。

　
　
桑
原
氏
達
瞳
隅
を
逡
ら
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

三
月
二
十
三
欝
　
　
午
筋
桑
原
氏
乏
大
佛
に
護
り
、
強
に
奈
良
禺

　
　
．
寸
心
発
ぬ
臼
艶
抄
．

　
　
立
。
猛
煙
麗
に
跨
り
幼
年
狡
を
一
嘗
し
馬
笹
に
者
古
屋
龍
嵐

　
　
磯
し
、
米
原
に
宿
す
。
、

三
月
二
＋
四
鶏
舎
赫
六
時
米
原
撫
搬
麟
家
。
途
に
山
本
に
潅

　
　
ふ
。

三
等
二
十
五
矯
　
　
午
酋
學
校
に
ゆ
費
試
馳
問
題
を
作
る
。
夜
北

へ
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
條
先
生
を
訪
ぴ
山
本
の
件
を
話
す
。
・

三
月
二
十
穴
貝
　
　
午
前
論
理
の
試
験
あ
り
。
午
後
言
草
偉
議
あ

　
　
魂
彩
嶽
誉
篠
先
劣
に
肥
豆
の
重
三
す
。

三
月
二
十
七
頃
　
　
午
前
出
猟
。
試
騎
問
題
を
サ
る
。
田
都
増
を

　
　
訪
ひ
翫
枚
深
く
窺
で
話
す
。

三
月
二
十
九
露
も
　
午
騰
額
付
を
汚
す
。
午
後
よ
り
心
逸
寮
に
ゆ

　
　
ぐ
。
リ
ン
窪
ル
ン
の
撫
一
☆
一
ど
鱈
瓢
・
よ
、
君
。
　
，

三
月
三
十
鶏
　
　
午
購
寄
宿
鑑
を
あ
つ
め
て
話
す
翫
あ
り
。
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
三
越
を
轟
す
。

三
月
蝋
二
十
禰
殿
　
、
午
前
試
験
の
番
を
敦
す
。
夜
…
…
…
々
塾
に
於
て

・
．
茶
話
愈
を
開
く
。
杉
森
、
申
闘
、
績
部
等
顧
る
。
　
一
，
時
倣
會
。

廻
月
師
欝
　
．
此
H
午
後
よ
り
回
心
庵
に
入
悉
ゆ

四
月
四
面
　
　
帰
心
庵
に
あ
り
て
捲
怠
を
癒
む
。
髭
厳
午
後
や
め

　
　
有
る
。

　
　
余
霞
〔
ら
憲
の
「
簿
弱
な
る
を
歎
く
つ

　
　
須
照
射
る
。

ゐ
£
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哲
墨
研
究
　
　
策
露
欝
六
十
一
號

　
　
覆
學
校
へ
注
丈
の
轡
を
認
す
。
野
鱗
火
事
。
r

餌
月
五
疑
　
　
入
湯
。
午
前
洗
時
素
掘
回
議
あ
り
、
行
軍
の
件
に
噛
’

　
　
つ
費
て
な
り
。
午
後
少
し
く
散
歩
。
フ
ァ
ウ
ス
誤
な
譲
む
。

　
　
下
女
蝶
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
夜
洗
心
庵
に
ゆ
嚢
皆
・
管
笛
と
話
し
℃
繋
る
。

四
月
大
西
　
　
〔
賂
〕

圏
月
七
爲
・
　
・
午
前
顯
付
を
な
す
。
午
後
、
森
内
譜
の
家
に
遊
ぶ
。

　
　
夜
太
陽
を
よ
む
。

　
　
赤
弁
叔
簿
來
ゐ
。
　
　
　
”
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
鞘

西
月
八
段
　
　
〔
略
〕

四
月
奮
　
需
九
時
出
校
・
書
冊
・
ア
ウ
ス
ト
を
よ
む
・
夜

．
　
プ
ラ
イ
ド
レ
ル
を
よ
む
。

園
月
十
臼
　
　
　
午
晶
削
九
時
出
校
Q
午
劫
後
置
宅
譲
書
。
プ
ラ
イ
ド
レ

　
　
ル
を
よ
む
。
雀
羅
％

四
月
十
脚
賃
、
　
〔
略
U

凶
月
十
三
鶏
　
　
午
晶
鮒
寄
宿
舎
に
あ
り
。
午
後
八
鳥
撃
の
宅
に
て

　
　
水
灘
傅
を
よ
む
。

四
月
十
廻
鶏
　
　
此
欝
午
慾
八
時
よ
移
粟
漆
に
同
っ
て
行
軍
す
。

　
　
小
松
よ
り
下
草
、
演
轡
を
服
し
て
難
津
に
ゆ
く
。
，
今
罫
、
串

　
　
野
、
磯
田
煮
ど
と
統
監
部
に
宿
す
。
（
か
必
や
）

四【

誌
¥
澄
黛
　
　
　
午
嘉
鵬
六
時
繊
磯
O
軸
夫
規
に
配
置
欝
牢
に
て
午
㎜
後
庶
時

嵐
凱

　
　
顕
三
宅
。

鼎激

尞
¥
山
ハ
臼
一
　
　
。
〔
欧
畷
冒

賢
‡
目
需
九
窟
校
・
午
後
ミ
㌍
夢
ン
藷
ひ

　
　
赤
邊
紐
を
か
る
。

軸
　
　
夜
鞭
紹
來
り
薦
臼
田
精
聯
上
の
談
話
を
な
す
。

圏
月
十
爪
濤
　
　
　
午
晶
岡
學
校
紀
念
日
の
，
式
あ
り
。
午
後
在
宅
の
夜

　
　
発
議
の
大
茶
話
愈
あ
り
σ

四
日
〃
十
九
R
【
継
、
午
晶
剛
臨
又
を
考
へ
轟
欝
を
よ
む
。

　
　
午
後
三
竹
君
を
訪
ひ
、
そ
れ
よ
り
時
囎
寮
に
ゆ
く
◎

曖
月
二
十
臼
i
二
十
置
欝
　
　
〔
略
〕

へ閥
月
二
十
六
鶏
ぼ
　
午
隠
構
…
意
醗
論
明
髪
箪
す
ゆ
午
後
佛
敷
習
年

　
　
魯
に
ゆ
蓬
構
意
駒
論
明
を
話
す
。
　
・
　
　
．
　
．

　
　
夜
寄
宿
含
に
講
話
禽
を
び
ら
き
、
後
に
小
茶
話
愈
を
催
す
。
．

四
月
二
・
十
七
終
　
、
午
晶
醐
プ
ラ
イ
ド
玩
ル
鷺
よ
む
。
〃
丁
茄
俊
林
講
の

　
　
宅
に
會
し
毒
て
水
濡
侮
の
禽
を
催
す
。

　
　
一
夜
ト
ル
ス
｝
ー
イ
の
話
…
を
よ
む
。

匹
月
二
十
九
旨
　
　
午
前
八
降
嵩
校
。
此
欝
校
長
灘
校
。
叢
幹
禽

　
　
議
あ
り
。
　
　
　
　
配
　
　
　
・

霞
罵
三
十
欝
　
　
午
舵
九
時
黒
絞
。
午
後
招
塊
祭
に
つ
き
γ
ア
ウ

　
　
ス
ト
を
よ
ま
す
。

　
　
夜
驚
長
霞
宅
に
野
虫
幹
を
招
き
附
置
の
話
あ
り
。
（
濠
完
）


